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「私
の
軛
は
負
い
や
す
く
、
私
の
荷
は
軽
い
」 

司
祭 

ル
カ 

田
畑
隆
平 

 

い
よ
い
よ
、
大
斎
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
斎
は

40
日
間
続
き
、
そ
の
後
、
ラ
ザ
リ
の
ス
ボ
タ
、
聖
枝

祭
を
経
て
受
難
週
間
を
迎
え
、
聖
大
パ
ス
ハ
に
至

り
ま
す
。
先
日
の
「
断
酪
の
主
日
」
に
記
憶
さ
れ
た

よ
う
に
、
こ
の
世
は
「
エ
デ
ン
の
園
」
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
楽
園
追
放
後
の
世
界
で
あ
っ
て
、
私
た
ち

に
と
っ
て
こ
の
世
は
「
ホ
ー
ム
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
こ
の
世
を
素
晴
ら
し
い
世
界
と
思
い
た

く
と
も
、
そ
の
陰
に
は
死
や
病
、
そ
し
て
私
た
ち

自
身
の
醜
さ
が
い
つ
も
潜
ん
で
い
ま
す
。
故
に
私

た
ち
ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
は
そ
の
こ
と
に
蓋
を
せ

ず
、
こ
の
世
の
病
や
歪
み
を
認
め
て
、
本
当
に
目

指
す
べ
き
世
界
、
す
な
わ
ち
神
の
国
を
目
指
す
の

で
す
。
私
た
ち
は
「
こ
の
世
で
は
寄
留
者
」
（一
ペ
ト

ル
２
：
１１
）
に
過
ぎ
ず
、
「
私
た
ち
の
国
籍
は
天
」

（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
３
：
２０
）
に
あ
る
の
で
す
か
ら
、
私
た

ち
は
大
斎
を
通
し
て
、
蕩
子
の
よ
う
に
、
「父
の
と 

こ
ろ
」
（
ル
カ
１５
：
１７
）
に
帰
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

 

さ
て
、
４０
日
続
く
大
斎
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
の

日
、
大
斎
第
三
主
日
は
「十
字
架
叩
拝
の
主
日
」
で

す
。
こ
の
日
、
教
会
で
は
聖
堂
中
央
に
十
字
架
が

置
か
れ
、
主
の
十
字
架
を
通
し
て
神
の
国
に
帰
る

こ
と
、
否
、
主
の
十
字
架
を
通
し
て
し
か
神
の
国
に

帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
記
憶
し
ま
す
。
こ

の
日
の
福
音
で
、
ハ
リ
ス
ト
ス
は
こ
の
よ
う
に
仰
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
「
私
の
後
に
従
い
た
い
者
は
、
自

分
を
捨
て
、
自
分
の
十
字
架
を
負
っ
て
、
私
に
従
い

な
さ
い
。
」（マ
ル
コ
８
：
３４
） 

 

「
自
分
の
十
字
架
を
負
っ
て
」
と
は
、
何
と
厳
し

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
ハ
リ
ス
ト
ス

は
こ
の
よ
う
に
も
仰
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
す
べ
て

重
荷
を
負
っ
て
苦
労
し
て
い
る
者
は
、
私
の
も
と

に
来
な
さ
い
。
あ
な
た
が
た
を
休
ま
せ
て
あ
げ
よ

う
。…

私
の
軛
は
負
い
や
す
く
、
私
の
荷
は
軽
い
か

ら
で
あ
る
。
」（マ
ト
フ
ェ
イ
１１
：
２８
、
３０
） 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
を
信
じ
る
者
に
と
っ
て
、
十
字
架

は
、
「
誘
い
の
嵐
」
よ
り
ず
っ
と
軽
い
の
で
す
。
で
す

か
ら
勇
気
を
出
し
て
、
自
分
の
十
字
架
を
負
う
決

心
を
し
、
ハ
リ
ス
ト
ス
に
従
い
ま
し
ょ
う
。 

「我に従はんと欲する者

は、己を舎て、其十字架を負

ひて我に従へ。蓋己の生命

を救はんと欲する者は、之

を喪はん、我及び福音の為

に己の生命を喪はん者は、

之を救はん。」 

十字架叩拝の主日の福音 

（マルコ 8:34-45） 
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１
月
２５
日
㈰
「ザ
ク
ヘ
イ
の
主
日
」聖
体
礼
儀
後
に
、
教
会
か
ら

ほ
ど
近
い
中
国
北
京
料
理
店
「
飛
天
」
に
て
仙
台
教
会
の
新
年
会

が
催
さ
れ
、
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
ニ
コ
ラ
イ
山
田
兄
司
会
の
も
と
、
ハ
リ
サ
ン
プ
大
立
目
兄

の
乾
杯
に
よ
り
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
美
味
し
い
お
食
事
を
頂

き
、
余
興
と
し
て
ニ
コ
ラ
イ
髙
橋
（
文
）
兄
に
よ
る
「
さ
ん
さ
時

雨
」
、
イ
オ
ア
ン
髙
橋
（
紀
）
兄
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
、
ス
テ
フ

ァ
ン
髙
橋
（
嘉
）
兄
に
よ
る
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
「
彼
女
に
告
げ
て
よ
」
に

山
田
兄
に
よ
る
「
若
者
た
ち
」な
ど
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
山
田
兄
の
ギ
タ
ー
伴
奏
に
よ
っ
て
「
い
つ
で
も
夢
を
」「
津

軽
海
峡
冬
景
色
」
「
北
国
の
春
」
な
ど
を
み
ん
な
で
歌
い
、
と
て
も

楽
し
く
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

 
ま
た
、
新
し
く
教
会
へ
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
を
中
心
に

自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、
中
で
も
昨
年
の
自
己
紹
介
の
リ
ベ

ン
ジ
を
し
て
く
れ
た
ア
レ
ッ
ク
ス
兄
は
、
「
仙
台
で
平
安
と
温
も
り

を
得
て
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
平
安
で
温
か
な
仙
台
教
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 
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降
誕
祭
後
廻
家
祈
祷
（仙
台
） 

 
１
月
３０
日
㈮
に
降
誕
祭
後
の
廻
家
祈
祷
を

行
い
ま
し
た
。 

 

司
祭
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
に
よ
り
当
日

の
午
前
に
１
軒
、
午
後
に
２
軒
の
計
３
軒
し
か

今
年
は
廻
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
で
色
々
と
お
話
し
を
伺
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

福
島
地
区
家
庭
集
会 

 

１
月
３１
日
㈯
、
司
祭
が
白
河
へ
巡
回
に
行

く
途
中
に
福
島
の
ソ
フ
ィ
ヤ
平
塚
喜
美
子
姉
の

お
宅
に
お
邪
魔
し
、
ウ
ェ
ラ
祥
子
姉
、
ナ
タ
リ
ヤ

本
間
初
枝
姉
と
共
に
降
誕
祭
の
廻
家
祈
祷
を

祈
り
ま
し
た
。 

黒
布
ア
イ
ロ
ン
掛
け
（婦
人
会
） 

 

２
月
１５
日
㈰
の
聖
体
礼
儀
後
に
、
大
斎
に
使

用
さ
れ
る
黒
布
の
ア
イ
ロ
ン
掛
け
が
婦
人
会
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
婦
人
会
で
は
、
こ
れ
か

ら
復
活
祭
ま
で
た
く
さ
ん
の
ご
奉
仕
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

聖
堂
の
模
様
替
え
準
備
作
業 

 

正
教
会
に
は
、
大
斎
に
聖
堂
の
各
種
覆
い
を

斎
色
の
物
に
変
更
す
る
伝
統
が
あ
り
、
そ
の
交

換
は
、
儀
式
の
一
環
と
し
て
「赦
罪
の
晩
課
」と

呼
ば
れ
る
祈
り
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。 

仙
台
教
会
で
は
、
２
月
２２
日
㈰
の
「
断
酪
の

主
日
」
聖
体
礼
儀
後
に
、
そ
の
日
の
夕
刻
に
行

わ
れ
る
「
赦
罪
の
晩
課
」
に
向
け
て
、
斎
色
の
覆

い
を
通
常
の
白
や
金
の
覆
い
の
下
に
仕
込
む
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
信
徒
以
外
の
方
も
お
手
伝
い
く
だ

さ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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田
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よ
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２
月
２２
日
㈰
午
後
３
時
よ
り
仙
台
教
会
に

て
「
赦
罪
の
晩
課
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祈
祷
の

途
中
で
聖
堂
の
覆
い
は
斎
色
（
黒
）
と
な
り
、
歌

の
メ
ロ
デ
ィ
は
斎
調
と
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
大
斎

を
迎
え
ま
し
た
。 

白
河
正
教
会
だ
よ
り 

白
河
教
会
で
は
、
１
月
３１
日
㈯
か
ら
２
月

１
日
㈰
に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
、
１
日

に
は
「
税
吏
と
フ
ァ
リ
セ
イ
の
主
日
」
聖
体
礼
儀

後
に
、
神
現
祭
の
大
聖
水
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 新

し
い
聖
水
を
頂
く
と
、
何
と
も
清
々
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
不
思
議
を
大
切
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

中
新
田
教
会
で
は
１
月
２３
日
㈮
か
ら
２４
日

㈯
に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
、
２４
日
の
聖

体
礼
儀
後
に
は
大
聖
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
２
月
に
は
２１
日
㈯
に
司
祭
の
巡
回
が

あ
り
、
ひ
と
足
早
く
「
赦
罪
の
儀
式
」
を
行
い
ま

し
た
。 

 

中
新
田
教
会
で
「赦
罪
の
儀
式
」が
行
わ
れ
た

の
は
初
め
て
だ
そ
う
で
、
お
互
い
照
れ
な
が
ら

の
赦
し
合
い
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
心
は

伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

「我罪人を赦し給へ」 

「神は爾を赦し給はん」 

ハリストスがイオルダ

ン川で洗礼を受けたこ

とを記憶して、十字架

が水に沈められます。 

新たに聖とされた聖水

が、聖堂内と信徒に撒

かれました。 

赦

罪

の

晩

課 

ま
た
、
祈
祷
の
最

後
に
は
「
赦
し
の
儀

式
」
が
行
わ
れ
、
参

祷
者
全
員
で
和
解

を
確
か
め
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
大
斎
を

始
め
ま
し
た
。 

大

斎

初

週

祈

祷 

 

大
斎
の
平
日
の

祈
祷
が
始
ま
り
ま

し
た
。
少
人
数
で
家

族
的
な
雰
囲
気
の

中
、
静
か
に
淡
々
と

お
祈
り
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
祷
く

だ
さ
い
。 
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○
聖
堂
内
献
金 

七
〇
、
四
一
四
円 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

五
千
円 

岡
崎
た
い
子 

三
千
円 

笹
川
久
美 

二
千
円 

遊
佐
な
み
子 

○
迴
家
祈
祷
献
金 

一
万
円 

岡
崎
た
い
子 

五
千
円 

山
田
弘
子 

三
千
円 

高
橋
英
俊 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
万
円 

本
多
弘
子 

二
万
円 

横
山
昭
・渉 

一
万
円 

葛
西
弘
子
（一
年
分
）、
木
村
優
美
、 

大
立
目
謙
直 

五
千
円 

吉
田
康
子
、
岡
崎
た
い
子
、
高
橋
清
太 

三
千
円 

服
部
幸
枝
、
佐
々
木
一
志
、
大
窪
仁
、 

 

田
野
崎
憲
子
、
伊
藤
光
子
、 

遊
佐
な
み
子 

二
千
円 

岡
多
喜
子
、
山
中
由
美 

千
円 

 

飯
塚
順
子 

○
四
十
日
祭
献
金 

三
万
円 

澤
邉
康
夫
（澤
邉
洋
子
姉
） 

○
会
報
感
謝
献
金 

三
千
円 

佐
藤
明
子 

○
感
謝
献
金 

五
千
円 

佐
藤
滋
好
、
佐
藤
明
子 

千
円 

 

高
橋
ゆ
り 

※
敬
称
略 
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セ
ラ
フ
ィ
ム
・
シ
グ
リ
ス
ト 

主
教
座
下
ご
永
眠 

 

一
九
七
一
年
か
ら
一
九
八
七
年
に
帰
国
す

る
ま
で
仙
台
の
主
教
を
お
勤
め
に
な
ら
れ
た
セ

ラ
フ
ィ
ム
・
シ
グ
リ
ス
ト
座
下
が
２
月
７
日
に
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
８４
歳
で
し
た
。
ま
た
、
セ
ラ
フ

ィ
ム
主
教
座
下
は
主
教
叙
聖
前
の
一
九
六
九

年
よ
り
一
九
七
一
年
ま
で
中
新
田
教
会
の
管

轄
司
祭
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

埋
葬
式
は
２
月
１６
日
に
全
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ

ダ
の
府
主
教
テ
ィ
ー
ホ
ン
座
下
の
司
祷
に
よ

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ヨ
ン
カ
ー
ズ
に
あ
る
至
聖

三
者
聖
堂
に
て
執
り
行
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
・
ス
キ
ー

ト
修
道
院
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
の
永
遠
の
記
憶
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。 

 
 

 

 

日時：４月５日㈰聖体礼儀後 

場所：仙台ハリストス正教会 

希望される方は当日受付 

にお申し出ください。 

学生の守護聖人 

ロマの聖致命女 

タチアナ 



                       

３月聖名日 

モレーベンのご案内 
３月１５日㈰聖体礼儀後 

3 月の聖名日モレーベンに該

当する方々です。ぜひご参祷く

ださい。 
▲聖ソフロニイ ▲聖エウドキヤ 

2026(令和 8)年 3 月(第 585 号)       教 会 だ よ り               (6) 

聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

3/3 レオ（ロマのパパ） 太田 信、佐藤明彦 

3/5 レオ（シケリヤのカタナの主教） 永沢正輝 

3/14 エウドキヤ（聖致命女） 遠藤美紀子、熊谷真裕美、 

西海枝康子 

3/17 ユリアニヤ（聖致命女） 渡邊孝子 

3/18 コノン（イサウリヤの聖致命者） 遠藤正隆 

3/23 アナスタシヤ（エギペトの克肖女） 山本理惠子 

3/24 ソフロニイ（エルサレムの総主教） 中川克彦 

3/30 アレキセイ（神の人ロマの克肖者） 昆 守、横山優生、山野辺学臣 

 

イエルサリムの総主教聖ソフロニイの祝文 

「聖にして福たる常生なる天の父の聖なる光栄の穏かなる光イイスス・ハリストスや、我等

日の入りに至り晩の光を見て、神・父と子と聖神を歌ふ、生命を賜ふ神の子や、爾は何時

も敬虔の声にて歌はるべし、故に世界は爾を崇め讃む。」 

毎日の晩課の中で歌われるこの祈りは、聖大ワシリイがその著作の中で「教会の大切な

伝統」と述べていることから、聖ソフロニイ（＋６４４年）が生まれる以前、４世紀頃には広く

知られていたことが解ります。しかし、聖ソフロニイが多少の補足を施し現在の形になった

事から、この祈りは聖ソフロニイに帰せられるようになりました。また、この祈りは夕方にロ

ウソクを灯す際に歌われていたことから、「ロウソクの光の讃歌」とも呼ばれます。私たちも

夕暮れの穏やかな光にハリストスの温かさを見出せるような信仰を持ちたいものです。 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
８
年
２
月
１７
日 

午
後
１
時
半
～
３

時
半 
場
所
：
会
館
３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項
（
抜
粋
） 

１
／
9
㈮ 

消
防
設
備
点
検→

問
題
な
し 

１
／
１１
㈰ 

ツ
リ
ー
等
撤
去
、
日
曜
学
校
再
開 

１
／
18
㈰ 

大
聖
水
式
、
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

１
／
25
㈰ 

新
年
会 

１
／
３０
㈮ 

廻
家
祈
祷
３
件 

１
／
31
㈯ 

福
島
家
庭
集
会 

２
／
2
㈪‐

１３
㈮ 

田
畑
入
院 

２
／
7
㈯ 

セ
ラ
フ
ィ
ム
・
シ
グ
リ
ス
ト
主
教
座
下 

ご
永
眠 

２
／
１２
㈭ 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
委
員
会 

２
／
１５
㈰ 

黒
布
ア
イ
ロ
ン
掛
け
奉
仕
作
業 

二
、
協
議
事
項 

⑴
聖
堂
外
壁
ク
ラ
ッ
ク
の
件 

１２
／
７
降
誕
祭
前
の
掃
除
の
際
に
平
塚
兄
が
ク

ラ
ッ
ク
を
確
認
。
以
前
に
補
修
さ
れ
た
跡
あ
り
。
ク

ラ
ッ
ク
自
体
に
構
造
的
な
問
題
は
な
く
、
見
た
目
の

み
の
問
題
で
あ
る
と
報
告
。
気
候
が
良
く
な
っ
た
ら

サ
ン
ダ
ー
掛
け
を
実
施
す
る
。 

⑵
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
電
球
交
換
の
件 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
ま
で
高
さ
約
４
m

10

cm
、
電

球
３６
個
。
平
塚
兄
よ
り
３
パ
タ
ー
ン
の
電
球
交

換
方
法
の
提
案
。
長
期
的
に
考
え
る
と
、
電
球
を

全
て
L

E

D
に
交
換
し
、
聖
堂
の
建
設
業
者
に

作
業
を
依
頼
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑶
二
十
歳
感
謝
祈
祷
振
り
返
り 

今
後
は
自
治
体
の
式
典
と
日
程
が
重
な
ら
な

い
よ
う
調
整
す
る
。 

⑷
神
現
祭
振
り
返
り 

来
年
は
今
年
と
は
別
の
水
を
検
討
す
る
。 

⑸
新
年
会
振
り
返
り 

34
名
出
席
。
参
加
費
用
は
全
額
を
参
加
者
が

払
う
の
で
は
な
く
、
教
会
や
婦
人
会
、
聖
歌
隊
が

一
部
負
担
し
、
6
割
程
度
に
抑
え
て
い
る
が
、
宣

教
の
一
環
と
し
て
今
後
も
未
信
徒
の
参
加
を
受

け
入
れ
る
。 

⑹
黒
布
ア
イ
ロ
ン
掛
け
振
り
返
り 

こ
れ
ま
で
聖
堂
の
覆
い
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
保
管

し
て
い
た
が
、
衣
装
ケ
ー
ス
を
購
入
し
、
今
後
は

用
途
ご
と
に
分
け
て
保
管
す
る
。
ま
た
、
ア
イ
ロ

ン
掛
け
の
際
何
度
も
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
た
こ
と

か
ら
、
電
源
を
振
り
分
け
る
た
め
、
10

m
の
延

長
コ
ー
ド
を
２
本
購
入
す
る
。 
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⑺
断
酪
の
主
日
の
件 

聖
体
礼
儀
に
続
け
て
模
様
替
え
の
準
備
を
し
て

か
ら
昼
食
・休
憩
を
取
り
、
晩
課
を
行
う
。 

⑻
十
字
架
叩
拝
の
主
日
の
件 

３
／
１４
㈯
15
時
に
花
を
配
達
し
て
も
ら
う
。 

⑼
聖
枝
祭
の
件 

枝
の
配
達
を
3
／
２１
㈯
15
時
に
変
更
。
枝
切

り
等
の
奉
仕
作
業
は
３
／
２２
㈰
。 

⑽
生
神
女
福
音
祭
の
件 

４
／
６
㈪
15
時
に
花
を
配
達
し
て
も
ら
う
。 

⑾
聖
大
パ
ス
ハ
の
件 

・就
寝
聖
像
用
の
花
の
献
金
箱
・用
紙
を
用
意
。 

 

※
花
は
婦
人
会
が
注
文
。
４
／
１０
㈮
１１
時
着
。 

・赤
の
ラ
ン
パ
ー
ド
グ
ラ
ス
洗
浄→

３
／
１
㈰
。 

・大
掃
除
、
白
布
ア
イ
ロ
ン
掛
け→

４
／
５
㈰ 

・卵
染
め→

４
／
１０
㈮
。
卵
は
200
個
用
意
。 

・模
様
替
え→

４
／
１０
㈮
の
聖
大
土
曜
早
課
後
。 

・
聖
体
礼
儀
後
の
祝
賀
会→

司
祭
と
婦
人
会
で
検

討
す
る
。 

三
、
そ
の
他 

・
教
区
会
議
が
６
／
１４
の
た
め
、
信
徒
総
会
は
６

／
２１
と
す
る
。
婦
人
会
総
会
は
６
／
２８
。 

・信
徒
総
会
に
向
け
て
、
執
事
候
補
を
選
出
す
る
。 



○
白
河
教
会 

1
日
㈰ 

大
斎
第
１
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 
 

 

■
春
の
総
パ
ニ
ヒ
ダ 

１５
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
）第
７
調 

 

○
中
新
田
教
会 

8
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
）第
６
調 

28
日
㈯ 

聖
歌
練
習
（
１６
時
）※
聖
大
ワ
シ
リ
イ 

聖
体
礼
儀
の
練
習
を
し
ま
す
。 

大
晩
課
（
17
時
）第
１
調 

２９
日
㈰ 

大
斎
第
５
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
３２１
半
端
９
：
１１‐

１４ 

福
音 

マ
ル
コ
４７
端
１０
：
３２‐

４５ 

                       

 
○
仙
台
教
会 

1
日
㈰ 
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
）第
５
調 

書
札 
エ
ウ
レ
イ
３２９
端
１１:

２４‐

２６
、 

３２‐

１２
：２ 

福
音 

イ
オ
ア
ン
５
端
１
：
４３‐

５１ 

◆
聖
堂
清
掃
、
ラ
ン
プ
グ
ラ
ス
洗
浄 

3
日
㈫ 

晩
堂
大
課
（
17
時
） 

5
日
㈭ 

司
祭
東
京
出
張 

7
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
６
調
（
17
時
） 

8
日
㈰ 

大
斎
第
２
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
３０４
端
１
：
１０‐

２
：３ 

福
音 

マ
ル
コ
７
端
２
：１‐

１２ 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

※
東
日
本
大
震
災
で
永
眠
さ
れ
た
方
も 

併
せ
て
お
祈
り
し
ま
す
。 

１０
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
１４
時
） 

 
 
 
 

 
 

早
課
・一
時
課
（
17
時
） 

１１
日
㈬ 

時
課
・先
備
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

 
 
 
 

■
東
日
本
大
震
災
被
災
永
眠
者
リ
テ
ィ
ヤ 

１２
日
㈭ 

早
課
・
一
時
課
（
17
時
） 

１３
日
㈮ 

時
課
・先
備
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

１４
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
７
調 

１５
日
㈰ 

大
斎
第
３
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
３１１
端
４
：
１４‐

５
：６ 

福
音 

マ
ル
コ
３７
端
８
：
３４‐

９
：１ 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

１７
日
㈫ 

早
課
・一
時
課
（
17
時
） 

１８
日
㈬ 

時
課
・先
備
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

１９
日
㈭ 

早
課
・一
時
課
（
17
時
） 

２０
日
㈮ 

時
課
・先
備
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

２１
日
㈯ 

霊
の
土
曜
日
総
パ
ニ
ヒ
ダ
（
１１
時
） 

主
日
徹
夜
祷 

第
８
調
（
17
時
） 

２２
日
㈰ 

大
斎
第
４
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
３１４
端
６
：
１３‐

２０ 

福
音 

マ
ル
コ
４０
端
９
：
１７‐

３１ 
２４
日
㈫ 
早
課
・一
時
課
（
17
時
） 

２５
日
㈬ 
時
課
・先
備
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

２６
日
㈭ 

早
課
・一
時
課
（
17
時
） 

２７
日
㈮ 

時
課
・先
備
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

 
 
 
 

 
 

ア
カ
フ
ィ
ス
ト
の
ス
ボ
タ
早
課
（
１７
時
） 

２８
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

２９
日
㈰ 

聖
体
礼
儀
、
代
式
共
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

３１
日
㈫ 

晩
堂
大
課
（
17
時
） 

３月の予定（仙台教会） 

【ランプグラス洗浄奉仕】1㈰ 

【月例／東日本大震災パニヒダ】8㈰ 

【聖名祭感謝祈祷】１5㈰ 

【霊の土曜日総パニヒダ】２１㈯ 

【枝準備作業】22㈰ 

【聖歌隊】（練習）8㈰、15㈰、22㈰ 

（発声）1㈰13 時半 

【伝道会】11㈬、25㈬19 時 

※今月の主日聖体礼儀は全て「聖大
ワシリイ聖体礼儀」です。 
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※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

３
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 


